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となり，2017 年度で 4 年となる．この間，練習方法や環
境の改善，組織としての充実などに努めた．その結果，
2016 年度では春季リーグ戦，秋季リーグ戦ともに優勝を
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 表 1 は，2014 年度-2017 年度までの年齢及び身長，体





















 図 3 は，BMI のデータ分布を年度ごとに示したもので
ある．どの年度でも幅広く分布していたが，22-25の間に
多くの人数が分布する傾向は変わらなかった． 
 図 4 は，50m 走のデータ分布を年度ごとに示したもの
である．2014年度では，6.5sec以内で走れる部員が，2名








図 1 各年度の身長の分布 
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図 2 各年度の体重の分布 
 
 
図 3 各年度の BMIの分布 
 
図 4 各年度の 50m走の分布 
 
 
図 5 各年度の遠投の分布 
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図 5は，遠投のデータ分布を年度ごとに示したものであ




 図 6aは，50m走と 2ベース走との関係を示したもので
ある．50m 走と 2 ベース走とは，正の相関関係が示され
た．(p<0.001)また，図 6bは，ポジション別に分け，50m
走の平均値±0.5SDを，2ベース走の平均値±0.5SDを示
したものである．50m 走及び 2 ベース走が平均値-0.5SD
を上回る選手(50m 走 6.6sec 以下で 2 ベース走 7.6sec 以
下の選手)は，101 名中 18 名であり，その内 11 名が外野
手であった．また，50m走が遅く 2ベース走が速い選手，
2 ベース走が遅く 50m 走が速い選手はほとんどいないこ
とを示した． 














 本研究で対象にした野球部は，表 1 に示す通り，2014
年度では，リーグ戦年間勝率が 33%であったのに対して，




人も含めれば 41名)から 2017 年度の 55名(けが人も含め
れば 68名)に増え，部活動として発展してきているといえ
る． 
図 6 50m走と 2ベース走の関係（左図 a：全被験者で比較 右図 b：ポジションごとで比較） 
図 7 遠投と球速の関係（左図 a：全被験者で比較 右図 b：ポジションごとで比較） 
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較して，176cm 以上の身長が 20 名と 2014 年度の人数程
度の人数を示し，より高身長の部員が増えてきていること，
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